舞鶴市　乳幼児教育ビジョン（仮称・骨子案）

※「乳幼児教育」…０歳から就学前の子どもの教育・保育の総称
はじめに
第１章　ビジョン策定の背景
　１　国の動向
　　　◎全国学力・学習状況調査、ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ「生徒の学習到達度調査」の結果から見える課題
　　　　　・知識・技能を実生活の場面に活用する力、獲得した情報を知識や体験と結びつけること
　　　◎第２期教育振興基本計画（平成25.6月閣議決定）
　　　　　・今正に我が国に求められているもの「自立・協働・創造に向けた一人一人の主体的な学び」
　　　　　・小学校就学前教育段階は生涯にわたる人格形成の基礎を培う大切な時期、教育投資の効果が他の時期よりも高い。質の向上が課題。
　　　　　・子どもの体力も昭和60年頃と比較すると低い状況
　　　　　・これらの課題は教育問題であると同時に社会全体の問題。家庭教育や地域の教育が困難になっている。コミュニティの再構築を通じて、子どもの学びを支える必要
　　　◎教育基本法、幼稚園教育要領、保育所保育指針　の改正・改定による表記
　　　　　・就学前教育の位置づけ…生涯にわたる人格形成の基礎を培う
・乳幼児教育の指針として幼稚園教育要領・保育所保育指針両者の整合性がより一層確保
　　　　　・小学校の教科学習の前倒しではなく、子どもの発達を見通し、環境や様々な活動によりその発達を援助していくこと
　　　◎子ども・子育て支援新制度
　　　　　・保護者が子育ての第一義的責任を有するという基本的認識の下に、家庭、学校、地域、職域その他の社会のあらゆる分野における全ての構成員が、各々の役割を果たすとともに、相互に協力して行わなければならない。
　２　子どもと子どもを取り巻く環境・社会―現状と課題―
　　　◎乳幼児教育をこれまで以上に重要視するようになった背景、近年の少子高齢化、核家族化、情報化、経済状況の悪化など社会の大きな変化、子どもや子育てをめぐる様々な問題
　　　◎子どもの育ちの現状…体験の減少、遊びを通した学び・育ちの重要性等
　　　◎保護者の現状・・・子育ての不安等
　　　　
　３　本市の子どもの現状
　　　（１）就学前児童数の状況　　人口・出生数・就学前児童数の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就学前及び小学生児童数の推移と将来推計
　　　（２）保育園の状況
　　　（３）幼稚園の状況
　　　　　・保育園と幼稚園の園児数の推移
　　　（４）小・中学校の状況　　　児童数・生徒数の推移
　　　（５）全国学力・学習状況調査（児童生徒質問紙調査）の結果より
　　　　　　・将来の夢や目標をもっているか
　　　　　　・自分には良いところがあると思うか
　　　　　　・一日どれくらいの時間、テレビゲーム等をするか
　　　　　　・学校の授業以外に、普段１日あたりどれくらいの時間、勉強をするか
　　　　　　・学校の授業以外に、普段１日あたりどれくらいの時間、読書をするか
　　　（６）アンケート結果から
第２章　本市のめざす乳幼児教育
　１　ビジョン策定の趣旨
　　　◎舞鶴における子どもの育ちの大きな特徴
・自己肯定感の低さ・・・・・→乳幼児期の大切さ
◎１８歳の育ちを見通した０歳～１５歳までの切れ目ない質の高い教育の充実
◎各施設の特徴は活かしつつ、舞鶴の乳幼児教育に関する施設として大切にすることを明確化
◎＜懇話会＞保幼小中・地域（民生委員）・親（ＰＴＡ・子育てサークル）・市民（公募）・行政・専門家が協議・・・保幼小中の現場の先生による作業部会
　　　　　　　　　　【舞鶴の現状】　「将来の夢がない」「意欲がない」「自発的に行動できない」「自己肯定感が低い」「遊びが作り出せない」等、保幼小中の先生方から共通した意見が出され、それをもとに、どのような子どもを育てたいかを議論。
　　　　　・研修事業の取組（保小連携から日々の保育・教育の質の大切さへ）
　　　　
　２　ビジョンの位置づけと計画期間
　　○【舞鶴市教育振興大綱】
＜基本理念＞０歳から１５歳までの切れ目ない質の高い教育の充実
＜育てたい子ども像＞ふるさと舞鶴を愛し　夢に向かって将来を切り開く子ども
　　○【夢・未来・希望輝く「舞鶴っ子」育成プラン】
＜示す方向性＞子育ての第一義的責任を有する保護者とともに、地域全体で子育ての喜びを分かち合えるように、本市の子ども・子育て支援の方向性を示した
＜育てたい子ども像＞自分自身を愛し、他の人を愛し生まれ育った地域を愛する「舞鶴っ子」
○　【乳幼児教育ビジョン（仮称）】
　　　◇　教育振興大綱の０歳から１５歳までのうち、とりわけ人格形成の基礎が培われる最も重要な時期である、０歳から就学前の乳幼児期について示すもの
　　　　　・遊びや生活の中の学びの特徴　　　　事例
　　　　　・文部科学省「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議」報告書から、幼児期の「学びの芽生え」と小学校以降の「自覚的な学び」の説明
・この発達の段階の違いを踏まえ、乳幼児期に大切にしたいことを明確にし、小学校以降の学び・育ちにつなげるため、乳幼児教育ビジョンにおいては、特に乳幼児期を通して育てたい子ども像を示す
◇　育成プランの実現に向け、家庭教育と両輪となって重要な役割を果たすべき就学前の乳幼児教育を担う、保育園や幼稚園及び乳幼児教育に携わる行政が大切にし、取り組むべき役割を示すもの
　　（１）　位置づけ　　　　総合計画、大綱、教育の重点、夢・未来・希望輝く「舞鶴っ子」育成プラン等
　　（２）　計画期間　　　　○年（平成○年度～○年度）
　３　育てたい子ども像～育てたい力、気持ち～　
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「育てたい子ども像～育てたい力、気持ち～」のキーワードを分類し、図示したものです。
育てたい子ども像は、総称すると3つ
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このような子どもに育てるには、どのような力や気持ちが必要か
まずは、意欲的・主体的な自分になるために「ぼくが、わたしが」という自分を育てていきます。
自分で考え、判断し、行動できる力を「自己決定する力」としました。そして、自分の思いや考えを伝える力を「自己表現する力」としました。
　　　また、主体的な「ぼく、わたし」が、みんなの中の主体的な「ぼく、わたし」へと育っていきます。そこには、あいさつをする、感謝や謝罪の気持ちを伝える、相手の話を聞くというコミュニケーション力やルールや約束を守る、折り合いをつけるというような社会性を含めて示しています。
そして、学習につながる重要な力として、集団の中の一員として、友達と協力し合いながら、協同的に学ぶということを入れました。
　　　「ぼくが、わたしが」そして「みんなの中のぼく、わたしが」の力を育む基盤は、
安心できる居場所で「安心感」を抱くこと。
信頼できる人と過ごす中で「信頼感」を持つこと。
自分のやりたいことをやる中で「達成感」を感じること。
自分のことが好きと感じる「自己肯定感」
自分が人の役に立った、人から認められたと感じる「自己有用感」
自分もできる、やればできると感じる「自己有能感」　　　　
その土台を支えているのが、信頼できる大人との「愛着関係」、体力・集中力・持続力等、遊びや生活すべてを支える「健康なからだとこころ」、そして、衣服の着脱や排泄等の身辺自立や早寝早起き、しっかりとした食事、睡眠等の規則正しい生活習慣です。
この３つは、生きる力を育む土台でもあります。今後、自分で生きていく、自分で考えて行動していくという二つの「自立・自律」に向けて大変重要です。
そして、これらすべてを幼稚園教育要領や保育所保育指針において示されている教育・保育の内容である「健康」「人間関係」「環境」「言語」「表現」の５領域を意識し、遊びや体験を通して、小学校以降への学びに向かう力を育てていくことが大切です。
４　乳幼児教育の充実
　　　　「育てたい子ども像～育てたい気持ち、力～」で示した姿を実現するためには、家庭・地域・保育園・幼稚園・小学校・中学校・行政等、子どもを取り巻く全員が認識を共有し、取り組む必要があります。ここでは、特にその中でも、乳幼児教育の実践において大切にしたいことや、乳幼児教育の資格や免許を持つ専門家として、保育園・幼稚園等から家庭や地域、小学校・中学校等に発信・連携していくことの重要性について示していきます。
乳幼児教育の実践においては、すべての根幹である、「５領域」や「発達」を、すべての基盤になる事項でもあり、大前提としてあるべきものとなります。「５領域」のねらいや内容を「発達」に応じて、「主体性の尊重」「環境」「遊び」「生活」…の中で体験していくものとして示しています。
　（１）　質の高い乳幼児教育の充実のために～保育園・幼稚園で大切にしたいこと～
　　　①　【主体性の尊重】～子どもとつくる保育～ 
　　主体性の尊重は、すべての根幹ともいえる事項です。そこには、子どもの主体性を尊重するための周りの大人の関わりが大きく影響してきます。
＜大切にしたいこと＞
ア．　大人の関わり 
○　子ども一人ひとりを理解する 
○　受け止める　ほめる 
○　自分で行動できるような声かけ、関わり 
○　やりたい気持ちを尊重する 
○　個性を認め、伸ばす
○　大人がモデルになる（あいさつ、マナー等） 
イ．　友達や集団の関わり 
○　自分の思いや考えを話す、相手の思いを聞く、話し合う 
○　集団の中の一人として友達にも認めてもらう 
○　ルールや約束を守ろうという気持ちを育てる 
このような関わりを心がけることで、子どもが自ら考え主体的に生活し、遊びに向かう意欲を育てることにつながります。具体的な関わりとして…
＜具体的な取組＞
ア．　大人の関わり 
○　子ども一人ひとりを理解する 
○　受け止める　ほめる 
・ありのままを認める「たった一人のかけがえのない存在」「あなたはあなたでいいんだよ」 
・自分のことが自分でできる喜びを感じられるようにほめる 
· 自分で行動できるような声かけ 
・自分で気付けるように、ヒントを与える 　
・自分たちで考えるきっかけづくり 
・言い過ぎない、答えを言わないで待つ 
· やりたい気持ちを尊重する 
・大人の勝手な期待ではなく、子どもの意欲に沿った目標を子どもと一緒に見つけ応援する 
・子どもがやりたいことをいっしょに実現していく 
· 個性を認め、伸ばす
・いいところ、得意なところを見つけ、伸ばし、自信を持たせる 
・「自分はできない」「この子はできない」というイメージの定着を避けたり、固定概念を覆すよう働きかける 
・一人一人違うことがいい、いろんな子がいて楽しいと感じられる 
· 大人がモデルになる 
・あいさつ 
・マナーやルールは大人が見本を示す 
イ．　友達や集団の関わり 
○　自分の思いや考えを話す、相手の思いを聞く、話し合う 
・大人が子どもの話や思いに耳を傾ける 
・人とかかわる機会を持つ 
・自分の思いや考えを話たり、相手の思いを聞いたり、話し合いの機会を持つ 
・言えて良かった、相手がわかってくれたという思いを育てる 
· 集団の中の一人として友達にも認めてもらう 
・自分の考えたことを伝え、受け入れてくれる集団づくり 
・発見したことや行動したことが、みんなの中で認められるように周りに発信する 
・みんなの中で役立つ自分や、やればできる自分を感じられるように一人一人にスポットを当てる 
· ルールや約束を守ろうという気持ちを育てる 
・約束やルールを自分たちで話し合って決める 
・けんかやトラブルをチャンスととらえ、相手の気持ちに気づき、良いこと悪いことを判断する機会にする 
集団の中で話し合う機会、自分たちで考える機会を多く持つことで社会性やコミュニケーション力を育てていく、みんなの中で認められたい、自らルールや約束を守りたいという気持ちを育てることが主体性の尊重につながり、規範意識も育てることにつながります。
　　　
　　　②　【環境・遊び・体験】
　　　　　　＜大切にしたいこと＞
【環境】 
○　子どもの興味や関心を基盤とした意図的な環境 
○　自然を取り入れた環境 
【遊び】
○　夢中になって遊び込む 　
○　繰り返し遊ぶ⇒遊び込める⇒新たな発見
○　目的、見通しを持って遊べる　 
○　昨日、今日、明日につながる遊び 
【体験】
○　自分で「できた」みんなで「できた」という成功体験 
○　失敗体験から「どうしたらいいか」考え、次へつなげる 
○　見る、触る、聞く、におう、食べる…五感を使った直接的な体験 
※時間にとらわれない遊びや体験を 
　＜具体的な取組＞
【環境】【遊び】
· 毎日同じ遊びができる、自分でやりたい好きな遊びができる環境と時間を設定する 
· 子ども一人ひとりをよく見て、興味関心を見つける 
· 子どもの興味・関心を元に環境を整える 
　　　【体験】
· 失敗した自分を認め、次へつなげるために見守る 
· 自分で「できた」みんなで「できた」ことを喜び合う 
· 意図的に直接的な体験や5感を使った体験を取り入れる 
　
　　　③　【安心・安定】
　＜大切にしたいこと＞
○　信頼・安心できる居場所 　
○　大人との信頼関係 
○　ありのままを受け止めてもらえる 
　　○　家庭の安心 
 　＜具体的な取組＞
· 信頼されていることを感じられるように見守る 
· 失敗しても「失敗しても大丈夫」「間違えてもいいんだよ」と認める　
· 安心して何でも言える雰囲気づくり 
· すべてを受け止める 
· 各家庭にあったつながりを 
· 必要な（ふれるべき）時にふれあう。 
· 時間が短くても親が子に好きな気持ちをしっかり伝える。 
④　【行事】
　　　＜大切にしたいこと＞
○　出来栄えが重視される、保護者に見せるための行事ではなく、子どものための行事になるように 
○　子どもの興味関心、生活、遊びからつながる行事を 

＜具体的な取組＞
○　行事に追われるのではなく、子どもたちで考えたり、試行錯誤する時間を持つ 
○　毎日の遊びや子どもの興味関心から行事のテーマや取り組みを決めていく 
○　園や保護者の理解が得られるように保護者に発信していく
⑤　【舞鶴オリジナル】 
　　　＜大切にしたいこと＞
舞鶴が好き 
○　大人になって育ててくれた舞鶴に感謝できるように 
○　市外に出た時舞鶴について語れる大人になってほしい 
　　　＜具体的な取組＞
· 地域の人・物・場所・自然とふれあう体験 （ふるさと活動） 
・海…漁業者との交流（地びき網、魚とふれあう…）、魚屋、遊覧船
・地域の民話、昔話
・農業者との交流（米作り、畑作り…）
⑥　【保幼小中の連携】　
　　　＜大切にしたいこと＞
　　　ア．　保幼小の連携 
　　　　子どもの育ちをつなげる 
○　異年齢のつながり 
○　小学校の前倒しではなく、子どもの発達や育ちに合わせた接続 
○　新しい世界（学校）に期待と意欲を持って 
連携活動 
○　それぞれの「ねらい」を持った連携活動を 
○　お互いに意義のある互恵性のある活動に 
乳幼児教育と学校教育をつなげる 
○　先生同士のつながり（話し合い、学び合い、相互理解が必要） 
○　乳幼児期、児童期の発達を知る 
○　お互いの教育・保育の方法を知る（遊び体験を通じて、5領域、教科…） 
○　小学校の先取りでもなく、保育園・幼稚園の延長でもない…滑らかな段差を 
イ．　保幼小中の連携 
　○　中学生・小学生が保育園・幼稚園とふれあうことで、相互に効果（小さい子とふれあう機会、必要とされ頼られる自分、憧れの気持ち…） 
○　保幼小中が日頃から子どもの様子やお互い（の取り組み）を知る 

　　　＜具体的な取組＞
ア．保幼小の連携　 
子どもの育ちをつなげる 
· 保育要録を送る 
· それぞれの教育・保育の充実
連携活動 
· 年間を通した交流・計画づくり 
· 年長児と1年生とが生活科を通じて交流 
乳幼児教育と学校教育をつなげる 
· 保幼小中の指導者の交流・情報交換、研究会の実施 
· 保育園・幼稚園は遊びの中の学びを小学校以降の教科でとらえる、小学校は教科を5領域でとらえる

　　　　　　イ．保幼小中の連携 
○　避難訓練、職場体験、家庭科の授業等を通じて、中学生・小学生が保育園・幼稚園の子どもとふれあう機会をつくる 
※各地区ごとの保幼小中の連絡会議の設置 
⑦　【保育園・幼稚園と家庭・地域の連携】
　　　＜大切にしたいこと＞
　　　ア．保育園・幼稚園と家庭
○　保護者とオープンな関係性を築き、パートナーとして共に歩む
　　　　　　
イ．保護者への発信 
○　保育の中の発達や学びを可視化し伝える
○　保護者へ結果ではなく、過程を伝える 
　　　　　　ウ．保育園・幼稚園と地域
○地域や民生委員と連携 

　　　＜具体的な取組＞
　　　ア．保育園・幼稚園と家庭
○　保護者とオープンな関係性を築き、パートナーとして共に歩む 
・保護者同士が関わる場を意図的に持つ 
・保護者同士をつなげる仕組み、工夫 
・懇談会等話し合う場の充実 
・園に関心を持ってもらう工夫～保護者を巻き込んで～ 
・親を育てる 
　　　　　　イ．保護者への発信
○　保育の中の発達や学びを可視化し伝える 
・保護者へ伝えるドキュメンテーション（おたより、掲示等） 
・保護者の悩みを聞く(子育て相談） 
・今後起こりうるトラブル、けが等…事前に知らせることで保護者も見通しが持て、安心につながる 
　　　　　　ウ．保育園・幼稚園と地域
○　地域や民生委員と連携 
・同じ校区、地域みんなで行える活動を取り入れる （あいさつ、ノーテレビデー等） 
・地域や民生委員と連携して、保護者の交流の機会の提供 
　（２）　質の高い乳幼児教育の充実のために～それぞれの役割～
①　家庭
②　保育園・幼稚園、小学校・中学校
③　地域
④　行政
第３章　質の高い乳幼児教育の推進に向けて
　１　保育園・幼稚園等乳幼児教育施設
２　行政 

資料③
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